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中
国
研
究
集
刊
麗
号
（
総
四
十
八
号
）
平
成
二
十
一
年
六
月
九
六

I
-
―
五
頁

杜
仁
傑
の
「
遺
山
先
生
文
集
後
序
」

散
曲
の
傑
作
「
荘
家
不
識
勾
欄
」
の
作
者
と
し
て
名
を
知
ら
れ

る
杜
仁
傑
は
、
彼
独
自
の
文
学
観
を
語
っ
た
散
文
を
一
篇
残
し
て

い
る
。
先
翡
で
あ
り
師
で
も
あ
っ
た
元
好
問
が
死
去
し
た
後
、
そ

の
文
集
が
は
じ
め
て
上
梓
さ
れ
る
際
に
、
序
文
と
し
て
寄
せ
た
文

章
が
そ
れ
で
あ
る
。

今
日
、
我
々
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
元
好
問
『
遺
山
先
生

文
集
』
の
最
古
の
版
本
は
、
明
の
弘
治
戊
午
(
-
四
九
八
年
）
に

河
南
の
監
察
御
史
・
李
潮
が
刊
行
し
た
と
い
う
も
の
で
、
『
四
部
叢

刊
』
に
収
め
る
本
で
あ
る
。
儲
罐
な
る
文
人
の
手
に
な
る
序
文
（
注
l
)

に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
遺
山
先
生
文
集
』
四
十
巻
は
、
礼
部
の
程
公

（
未
詳
）
の
元
よ
り
手
に
入
れ
た
「
遺
山
集
」
の
秘
本
を
儲
罐
が

抄
録
し
、
監
察
御
史
・
李
洵
の
出
資
を
得
て
版
刻
し
た
と
い
う
が
、

文
集
の
は
元
好
問
の
後
翡
で
あ
っ
た
李
治
や
徐
世
隆
の
「
序

杜
仁
傑
の
文
学
論

引
」
が
附
さ
れ
て
お
り
、

゜
{？ 

た
と
え
ば
李
治
の
序
は
次
の
よ
う
に
い

不
幸
邁
疾
而
没
。
其
遺
文
敷
百
千
篇
蔵
於
家
，
雖
有
副
墨
而
洛

誦
者
，
率
不
過
什
得
―
二
。
其
所
謂
大
全
者
，
曾
莫
見
焉
。
：
・

・
：
東
平
厳
侯
弟
忠
傑
…
…
獨
能
求
得
其
全
編
，
将
錢
之
梓
，
且

西
走
書
敷
百
里
，
命
余
序
引
。
…
…
中
統
三
年
陽
月
封
龍
山

人
李
治
序
。

（
元
好
問
）
不
幸
に
し
て
疾
に
邁
い
て
没
す
。
そ
の
遺
文
敷

百
千
篇
、
家
に
蔵
せ
ら
る
。
副
墨
あ
り
て
洛
に
誦
す
る
者
あ

り
と
雖
も
、
率
ね
什
に
―
二
を
得
る
に
過
ぎ
ず
。
そ
の
所
謂

大
全
な
る
者
、
曾
て
見
る
莫
し
。
…
…
東
平
厳
侯
の
弟
忠
傑

…
…
獨
り
能
く
求
め
て
そ
の
全
編
を
得
た
り
。
将
に
こ
れ
を

き
ざ

梓
に
錢
ま
ん
と
し
、
且
つ
西
に
書
を
数
百
里
に
走
ら
せ
て
、

余
に
序
引
を
命
ず
。
…
…
中
統
三
（
二
六
年
）
陽
月
、

陳

文

輝
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封
龍
山
人
李
治
序
す
。

こ
こ
に
い
う
東
平
厳
侯
と
は
、
山
東
東
平
の
軍
閥
厳
忠
済
で
あ

る
。
元
好
問
が
―
二
五
七
年
に
死
去
し
た
後
、
厳
忠
済
の
弟
・
厳

忠
傑
が
彼
の
遺
稿
を
か
き
集
め
、
中
統
三
年
に
東
平
で
上
梓
し
た

の
が
恐
ら
く
最
初
の
『
遺
山
先
生
文
集
』
で
あ
っ
た
。
礼
部
程
公

が
蔵
し
た
と
い
う
「
秘
本
」
と
は
恐
ら
く
こ
の
「
中
統
本
」
で
あ

り
、
そ
れ
を
儲
罐
が
抄
録
し
、
当
時
か
れ
ら
が
見
る
こ
と
の
で
き

た
遺
山
の
詩
文
と
校
合
し
補
完
し
て
刊
行
し
た
の
が
『
四
部
叢
刊
』

本
『
遺
山
先
生
文
集
』
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

明
の
弘
治
戊
午
に
出
版
さ
れ
た
四
十
巻
の
『
遺
山
先
生
文
集
』

に
は
、
李
治
や
徐
世
隆
の
序
文
が
冒
頭
に
あ
る
ほ
か
、
文
集
の
末

尾
に
王
顎
の
「
後
引
」
が
置
か
れ
、
更
に
そ
の
後
に
伝
記
史
料
等

の
「
附
録
」
一
巻
が
続
き
、
最
終
葉
に
「
遺
山
先
生
文
集
後
序
」

が
あ
る
。
こ
の
「
後
序
」
が
本
稿
の
扱
う
杜
仁
傑
の
文
学
論
な
の

だ
が
、
杜
仁
傑
が
元
好
問
の
後
術
で
『
遺
山
先
生
文
集
』
に
も
言

及
が
あ
る
こ
と
、
東
平
厳
氏
が
杜
仁
傑
の
庇
護
者
で
も
あ
っ
た
こ

と
等
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
序
」
は
中
統
三
年
に
上

梓
さ
れ
た
原
刻
『
造
山
先
生
文
集
』
に
附
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
る
。
当
初
、
杜
仁
傑
の
「
序
」
が
弘
治
本
と
同
じ

位
置
に
置
か
れ
て
い
た
か
否
か
は
定
め
が
た
い
が
、
李
治
や
徐
世

隆
、
王
顎
の
場
合
と
同
様
、
恐
ら
く
厳
忠
傑
の
求
め
に
応
じ
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

杜
仁
傑
の
「
後
序
」
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

の
都
合
上
、
い
く
つ
か
の
段
落
に
分
け
て
示
す
。

後
の
議
論

自
有
書
契
以
来
，
以
文
字
名
世
，
得
其
全
者
幾
人
耳
。
六
紐

子
，
在
所
勿
論
。
姑
以
雨
漢
而
下
，
至
六
朝
及
隋
唐
前
宋
諸

人
論
之
，
上
下
敷
千
載
間
，
何
物
不
品
題
過
，
何
事
不
論
量
了
，

大
都
幾
許
不
重
複
。
字
凡
紐
幾
手
，
左
掃
右
措
，
横
安
竪
置
，

撓
揉
亦
熟
爛
素
血
突
。
惟
其
不
踏
襲
，
自
成
一
家
者
為
得
耳
。
暗
，

後
之
乗
筆
者
，
亦
初
乎
其
為
言
哉
。

今
観
遺
山
文
集
，
又
別
是
一
副
天
生
墟
鞠
，
比
古
人
轄
身
虚
，

更
党
省
力
。
不
使
奇
字
，
新
之
又
新
。
不
用
晦
事
，
深
之
又
深
。

但
見
其
巧
，
不
見
其
拙
。
但
見
其
易
，
不
見
其
難
。
如
梓
匠
輪

輿
，
各
輸
技
能
，
可
謂
極
天
下
之
工
。
如
肥
濃
廿
脆
，
牲
為
飼

釘
，
可
謂
併
天
下
之
味
。
従
此
家
跳
出
，
便
知
籍
堤
之
汗
流
者

多
突
。
必
欲
努
力
追
配
，
常
復
積
學
敷
世
，
然
後
再
議
。

脆
在
河
南
時
，
辛
敬
之
先
生
嘗
為
余
言
，
「
吾
讀
元
子
詩
，
正

如
佛
説
法
云
，
吾
言
如
蜜
，
中
邊
皆
甜
」
。
此
論
頗
近
之
突
。
雖

侶
優
，
駆
僧
，
牛
童
，
馬
走
聞
之
，
莫
不
以
為
此
皆
吾
心
上
言

也
。
若
夫
文
之
所
以
為
文
，
亦
安
用
熊
辛
奇
混
為
哉
。
敢
以
東

披
之
後
，
請
元
子
継
，
其
可
乎
。
不
識
今
之
作
者
以
為
如
何
゜

或
者
日
「
五
百
年
後
，
嘗
有
揚
子
雲
復
出
。
子
何
必
喋
喋
乃
爾
」
。
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清
南
杜
仁
傑
善
甫
序
゜

書
契
有
り
て
自
り
以
束
、
文
字
を
以
て
世
に
名
を
し
ら
れ
、

そ
の
全
き
を
得
し
者
は
幾
人
か
あ
る
の
み
。
六
経
・
諸
子
は

論
ず
る
勿
き
所
に
在
り
。
姑
く
は
雨
漢
よ
り
下
り
、
六
朝
及

び
隋
唐
•
前
宋
の
諸
人
に
至
る
を
以
て
こ
れ
を
論
ず
れ
ば
、

す

上
下
敷
千
載
の
間
、
何
物
か
品
題
し
過
ご
さ
ざ
る
、
何
事
か

っ

く

お

お

い

く

た

び

論
量
し
了
さ
ざ
る
、
大
都
く
は
幾
許
か
重
複
せ
ざ
る
。
文
字

ひ

ひ

お

は
、
凡
そ
幾
手
を
経
て
、
左
に
掃
き
右
に
措
き
、
横
に
安
き

竪
に
置
き
、
挽
揉
し
て
亦
た
熟
爛
し
盛
せ
り
。
惟
だ
其
れ
距

襲
せ
ず
、
自
ら
一
家
を
成
す
者
の
み
を
得
た
り
と
為
す
。
暗

i

、

こ
ん

後
の
筆
を
乗
る
者
、
亦
た
初
な
る
か
な
、
其
れ
言
を
為
す
に
。

今
、
遺
山
文
集
を
観
る
に
、
又
た
別
に
是
れ
一
副
の
天
生
の

め
ぐ

墟
髄
に
し
て
、
古
人
の
身
を
轄
ら
せ
し
虜
に
比
し
て
、
更
に

省
力
な
る
を
覺
ゆ
。
奇
字
を
使
わ
ず
し
て
、
こ
れ
を
新
む
る

六
）
ら

に
又
に
新
た
な
り
。
晦
事
を
用
い
ず
し
て
、
こ
れ
を
深
め
る

に
又
に
深
し
。
但
だ
其
の
巧
を
見
て
、
其
の
拙
を
見
ず
。
但

だ
其
の
易
き
を
見
て
、
其
の
難
き
を
見
ず
。
梓
匠
・
輪
輿
の

つ
く

各
お
の
技
能
を
輸
す
が
如
く
、
天
下
の
工
を
極
む
と
謂
う
可

し
。
肥
濃
と
甘
脆
と
、
性
ね
て
佃
釘
を
為
す
が
如
く
、
天
下

れ

の
味
を
併
（
あ
わ
）
す
と
謂
う
可
し
。
此
家
の
跳
出
し
て
従
り
、

便
ち
籍
・
堤
（
張
籍
、
皇
甫
堤
）
の
汗
流
す
る
こ
と
の
多
き

を
知
る
。
必
し
努
力
し
て
追
配
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
に
復

た
學
を
敷
世
に
積
み
て
然
る
後
に
再
び
議
す
べ
し
。

脆
に
、
河
南
に
在
り
し
時
、
辛
敬
之
先
生
、
嘗
て
余
の
為

め
に
言
え
り
、
「
吾
、
元
子
の
詩
を
讀
む
に
、
正
に
佛
の
説
法

の
『
吾
が
言
は
蜜
の
如
く
、
中
邊
も
皆
な
甜
し
』
と
云
う
が

し
ょ
う
ゆ
う
そ
う
か
い

如
し
」
と
。
此
の
論
、
頗
る
こ
れ
に
近
し
。
侶
優
・
駆
僧
・

さ

ゥ

う

ど

う

ば

そ

う

牛
童
・
馬
走
の
こ
れ
を
聞
く
と
雖
も
、
此
れ
皆
な
吾
が
心
上

お

も

そ

の
言
な
り
と
以
為
わ
ざ
る
は
な
し
。
若
し
夫
れ
文
の
文
為
る

し

所
以
は
、
亦
た
安
く
ん
ぞ
難
辛
奇
混
を
用
っ
て
為
さ
ん
や
。

敢
て
東
披
の
後
を
以
て
す
れ
ば
、
元
子
に
請
い
て
継
が
し
む

も

る
も
、
そ
れ
可
な
ら
ん
か
。
今
の
作
者
、
如
何
に
以
為
う
か

を
識
ら
ず
。
或
る
者
曰
く
「
五
百
年
の
後
、
嘗
に
揚
子
雲
の

復
た
出
ず
る
有
る
べ
し
。
子
、
何
ぞ
必
ず
喋
喋
た
る
こ
と

か
く
の
ご
と

乃
爾
き
か
」
と
。

清
南
の
杜
仁
傑
善
甫
、

序
せ
り
。

段
落
ご
と
に
、
そ
の
論
点
を
追
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
第
一
段
落
で
、
杜
仁
傑
は
「
字
凡
経
幾
手
，
左
掃
右
措
，

横
安
竪
置
，
磋
揉
亦
熟
爛
盟
突
（
文
章
と
い
う
も
の
は
何
人
も
の

人
た
ち
の
手
を
経
る
過
程
で
、
右
に
引
い
た
り
左
に
引
い
た
り
、

横
に
置
い
た
り
縦
に
置
い
た
り
、
あ
れ
こ
れ
手
垢
に
ま
み
れ
て
腐

り
果
て
て
い
る
）
」
と
述
べ
、
「
惟
其
不
踏
襲
、
自
成
一
家
者
為
得

耳
」
、
す
な
わ
ち
過
去
の
伝
統
を
踏
襲
せ
ず
新
し
い
表
現
を
獲
得
す
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る
こ
と
こ
そ
文
学
の
理
想
だ
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
「
不
距
襲
、
自
成
一
家
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
杜
仁

傑
が
は
じ
め
て
唱
え
た
も
の
で
は
な
く
、
早
く
に
は
唐
の
韓
愈
が

同
様
の
こ
と
を
唱
え
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
韓
愈
「
答
劉
正
夫
書
」

（
『
韓
昌
黎
文
集
』
巻
十
八
）
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

若
聖
人
之
道
，
不
用
文
則
巳
，
用
則
必
尚
其
能
者
。
能
者
非
他
，

能
自
樹
立
不
因
循
者
是
也
。
有
文
字
束
，
誰
不
為
文
。
然
其
存

於
今
者
，
必
其
能
者
也
。

ぉ
ゎ

若
し
聖
人
の
道
、
文
を
用
い
ざ
る
時
は
則
ち
已
ん
ぬ
。
用
う

し
）
•
っ
・
こ

る
と
き
は
則
ち
必
ず
其
の
能
く
す
る
者
を
尚
ば
ん
。
能
く
す

る
者
は
他
に
非
ず
、
能
く
自
ら
樹
立
し
て
因
循
た
ら
ざ
る
者
、

っ
く

こ
の
力
た

是
れ
な
り
。
文
字
有
っ
て
よ
り
束
、
誰
か
文
を
為
ら
ざ
る
。

然
れ
ど
も
其
の
今
に
存
せ
る
者
は
、
必
ず
其
の
能
く
す
る
者

な
り
。

韓
愈
が
い
う
「
自
ら
樹
立
し
て
因
循
た
ら
ざ
る
者
」
が
「
自
成

一
家
」
と
同
義
で
あ
る
こ
と
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。
韓
愈
は
ま
た
、

「
南
陽
奨
紹
述
墓
誌
銘
」
（
『
韓
昌
黎
文
集
』
巻
三
十
四
）
の
中
で

「
惟
古
於
詞
必
己
出
、
降
而
不
能
乃
剰
賊
（
惟
だ
古
は
詞
に
お
い

て
は
必
ず
己
よ
り
出
す
、
降
り
て
能
く
せ
ざ
る
は
乃
ち
剰
賊
な
り
）
」

と
も
い
い
、
「
能
く
せ
ざ
る
も
の
」
「
因
循
た
る
」
も
の
、
す
な
わ

ち
「
距
襲
せ
ず
、
自
ら
一
家
を
成
す
」
こ
と
の
で
き
な
い
者
を
「
剰

賊
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
後
代
の
文

人
達
に
引
き
継
が
れ
、
そ
の
影
靱
は
金
朝
時
代
に
も
及
ん
だ
。
た

と
え
ば
、
元
好
問
の
師
で
も
あ
り
、
金
朝
期
の
文
壇
で
主
導
的
な

役
割
を
果
た
し
た
礼
部
尚
書
兼
侍
讀
学
士
の
趙
乗
文
は
、
「
答
李
天

英
書
」
（
『
閑
閑
老
人
洛
水
文
集
』
巻
十
九
）
の
中
で
次
の
よ
う
に

ニノ

し

足
下
之
措
意
不
踏
襲
前
人
語
，
此
最
詩
人
妙
慮
。
然
亦

従
古
人
中
入
，
…
…
盛
得
諸
人
所
長
，
然
後
卓
然
自
成
二
琢
o

非
有
意
於
専
師
古
人
也
，
亦
非
有
意
於
専
楕
古
人
也
。

足
下
の
言
、
意
を
前
人
の
一
語
を
踏
襲
せ
ざ
る
に
措
く
。
此

れ
最
も
詩
人
の
妙
な
る
虚
な
り
。
然
れ
ど
も
亦
た
古
人
に
従

い
て
中
入
し
、
…
…
盛
く
諸
人
の
長
ず
る
所
を
得
、
然
る
後

に
卓
然
と
し
て
自
ら
一
家
を
成
す
。
専
ら
古
人
を
師
と
す
る

も

し
り
ぞ

お

を
有
意
う
に
非
ず
、
亦
た
専
ら
古
人
を
損
け
る
を
有
意
う
に

非
ず
。

趙
乗
文
は
「
古
人
に
従
い
て
中
入
し
、
…
…
盟
く
諸
人
の
長
ず

る
所
を
得
」
と
述
べ
、
そ
の
議
論
は
韓
愈
や
杜
仁
傑
と
必
ず
し
も

同
じ
で
は
な
い
が
、
そ
の
文
学
的
目
的
が
韓
愈
や
杜
仁
傑
と
同
様

に
「
卓
然
と
し
て
自
ら
二
家
を
成
す
」
点
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
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で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
金
朝
の
王
は
、
黄
庭
堅
に
つ
い
て
、
「
評
東

披
山
谷
四
絶
」
（
『
諄
南
遺
老
集
』
巻
四
十
五
）
の
中
で
「
山
谷
於

詩
毎
輿
東
域
相
抗
，
門
人
親
黛
遂
謂
過
之
、
而
今
之
作
者
亦
多
以

為
然
（
山
谷
は
詩
に
お
い
て
毎
に
東
披
と
相
い
抗
う
。
門
人
・
親

黛
は
遂
に
こ
れ
に
過
ぐ
と
謂
い
、
今
の
作
者
も
亦
た
多
く
は
以
て

然
り
と
為
す
）
」
と
述
べ
、
そ
の
後
に
自
作
の
「
戯
作
四
絶
」
を
置

い
て
、
第
四
首
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

は
こ

文
章
自
得
方
為
貴
文
章
自
得
し
て
方
め
て
貴
し
と
為
す

衣
鉢
相
偲
登
是
真
衣
鉢
相
い
伝
え
る
も
登
に
是
れ
真
な
ら
ん
や

「
能
自
樹
立
不
因
循
」
「
自
成
一
家
」
と
い
う
表
現
こ
そ
使
わ
れ

な
い
が
、
こ
こ
に
も
「
前
人
の
真
似
・
模
倣
を
排
し
て
自
ら
一
家

を
成
す
」
べ
き
だ
と
の
考
え
方
が
み
ら
れ
る
。
杜
仁
傑
の
い
う
「
惟

だ
其
れ
踏
襲
せ
ず
、
自
ら
一
家
を
成
す
者
の
み
を
得
た
り
と
為
す
」

と
は
、
中
唐
の
韓
愈
を
継
承
し
つ
つ
歴
代
さ
か
ん
に
議
論
さ
れ
て

き
た
問
題
を
、
多
少
表
現
を
変
え
る
形
で
述
べ
た
も
の
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

「
後
序
」
の
第
二
段
落
に
お
い
て
は
、
杜
仁
傑
は
元
好
問
の
作

風
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

こ
こ
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
「
別
是
一
副
天
生
櫨
鞘
，
比
古
人

轄
身
慮
，
更
覺
省
力
」
と
い
う
言
葉
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
別
是
」

は
「
別
に
」
、
「
天
生
」
は
ま
れ
な
が
ら
の
」
、
「
墟
鞠
」
は
鍛

冶
に
用
い
る
「
ふ
い
ご
」
、
「
轄
身
」
は
現
代
語
の
「
翻
身
」
と
恐

ら
く
同
意
で
、
「
振
り
返
る
、
引
き
返
す
」
の
意
で
あ
り
、
「
省
力
」

は
「
手
間
が
省
け
る
」
の
意
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
「
元
好
問
の

文
オ
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
ふ
い
ご
で
あ
り
、
古
人
が
努
力
し
て
求

め
た
「
文
学
の
方
向
転
換
」
よ
り
も
更
に
軽
々
と
「
方
向
転
換
で

き
た
」
の
意
味
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
墟
輪
」
と
は
、

伝
統
的
な
こ
と
ば
を
溶
解
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
言
葉
を
作
り
あ

げ
る
溶
鉱
炉
の
よ
う
な
も
の
を
恐
ら
く
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

杜
仁
傑
が
い
う
「
櫨
輛
」
と
い
う
比
喩
か
ら
我
々
が
た
だ
ち
に

連
想
す
る
の
は
、
黄
庭
堅
が
い
う
「
黙
鐵
成
金
」
で
は
あ
る
ま
い

か
。
黄
庭
堅
は
「
答
洪
駒
父
書
」
（
『
豫
章
黄
先
生
文
集
』
巻
十
九
）

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
之
能
為
文
章
者
，
真
能
陶
冶
萬
物
，
雖
取
古
人
之
陳
言
入
於

翰
墨
，
如
蓋
丹
一
粒
，
貼
鐵
成
金
也
。

古
の
能
く
文
章
を
為
す
者
、
真
に
能
＜
萬
物
を
陶
冶
す
。
古

人
の
陳
言
を
取
り
て
翰
墨
に
入
る
る
と
雖
も
、
震
丹
の
一
粒

の
如
く
、
鐵
を
黙
じ
て
金
と
成
す
な
り
。

黄
庭
堅
が
唱
え
る
「
黙
鐵
成
金
」
と
は
、
錬
金
術
が
鉄
を
金
に

変
え
る
よ
う
に
、
「
古
人
の
使
い
ふ
る
し
た
言
葉
」
で
も
使
い
方
ひ

と
つ
で
新
し
い
光
を
放
ち
得
る
こ
と
を
い
う
が
、
こ
れ
を
言
い
換
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え
れ
ば
、
過
去
を
「
踏
襲
」
し
つ
つ
「
自
ら
二
琢
を
成
す
」
方
法

を
説
く
も
の
、
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
黄
庭
堅
に
と
っ

て
も
、
韓
愈
と
同
様
「
能
く
自
ら
樹
立
し
て
因
循
せ
ず
」
が
文
学

の
理
想
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
古
人
に
よ
っ
て
す
で
に
あ
ら
ゆ
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
以
上
、
「
今
の
人
」
は
そ
の
「
陳
言
」
を
用

い
る
し
か
な
い
。
そ
こ
で
黄
庭
堅
は
、
「
陳
言
」
を
「
陶
冶
」
し
て

「
翰
墨
」
に
い
れ
る
「
黙
鐵
成
金
」
す
る
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ

る
。
杜
仁
傑
が
い
う
「
別
是
一
副
天
生
墟
鰭
，
比
古
人
轄
身
慮
，

更
覺
省
力
」
と
は
ま
さ
に
そ
の
言
い
換
え
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

「
別
是
」
と
い
う
言
葉
に
し
て
も
、
「
古
人
と
は
別
に
」
と
い
う
よ

り
「
黄
庭
堅
と
は
別
に
」
と
し
て
も
い
い
ほ
ど
に
、
黄
庭
堅
の
い

う
「
黙
鐵
成
金
」
を
意
識
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
杜
仁
傑
の

言
わ
ん
と
す
る
所
、
元
好
問
が
古
人
の
「
陳
言
」
を
金
に
変
え
る

生
来
の
「
櫨
鞠
」
を
も
っ
て
お
り
、
黄
庭
堅
な
ど
よ
り
も
は
る
か

に
軽
々
と
、
理
想
の
別
天
地
を
打
ち
立
て
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
ま
た
別
天
地
と
は
、
恐
ら
く
杜
仁
傑
が
理
想
と
す
る
文
学

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
元
好
問
が
そ
の
よ
う
な
境
地
に
達
し
た

と
、
杜
仁
傑
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
後
序
」
の
最
後
の
段
落
に
お
い
て
は
、
前
段
に
お
け
る
元
好

問
の
作
風
を
前
提
に
し
て
、
杜
仁
傑
は
さ
ら
に
直
接
的
に
文
学
の

理
想
を
述
べ
、
「
若
し
夫
れ
文
の
文
為
る
所
以
は
、
亦
た
安
く
ん
ぞ

難
辛
奇
混
を
用
っ
て
為
さ
ん
や
」
と
い
う
。
「
難
辛
奇
混
を
用
い
な

い
」
と
は
必
ず
し
も
解
り
や
す
い
表
現
で
は
な
い
が
、
前
文
に
い

う
・
「
借
優
・
翡
僧
・
牛
童
・
馬
走
の
こ
れ
を
聞
く
と
雖
も
、
『
此
れ

皆
な
吾
が
心
上
の
言
な
り
』
と
以
為
わ
ざ
る
は
な
し
」
を
参
照
す

る
な
ら
ば
、
晦
渋
で
難
解
な
表
現
を
避
け
、
万
人
普
遍
の
感
情
を
、

誰
に
で
も
理
解
で
き
る
平
明
な
言
葉
で
説
く
こ
と
を
い
う
だ
ろ
う
。

「
借
優
、
駆
僧
、
牛
童
、
馬
走
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
社
会

的
に
低
い
階
層
に
あ
る
人
た
ち
を
い
い
、
そ
の
人
た
ち
の
心
の
中

に
も
あ
る
感
情
を
彼
ら
に
わ
か
る
言
語
で
述
べ
る
こ
と
が
、
す
な

わ
ち
「
亦
た
安
く
ん
ぞ
難
辛
奇
湿
を
用
っ
て
為
さ
ん
や
」
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

杜
仁
傑
の
こ
こ
で
の
表
現
は
、
宋
•
恵
洪
『
冷
齋
夜
話
』
巻

に
収
め
る
白
居
易
の
次
の
逸
話
を
た
だ
ち
に
連
想
さ
せ
る
。

白
梨
天
毎
作
詩
，
令
一
老
謳
聴
之
。
問
日
「
解
否
」
。
姻
日
「
解
」

則
録
之
，
「
不
解
」
則
易
之
。
故
唐
末
之
詩
近
於
郡
佳
。

白
栗
天
、
詩
を
作
る
毎
に
、
一
老
謳
を
し
て
之
を
聴
か
し
む
。

問
い
て
日
く
「
解
す
る
や
否
や
」
と
。
謳
の
「
解
す
」
と
日

わ
ば
則
ち
之
を
録
し
、
「
解
さ
ず
」
と
い
わ
ば
則
ち
之
を
易
う
。

故
に
唐
末
の
詩
は
郡
但
に
近
し
。

白
居
易
は
、
無
学
な
老
謳
に
自
分
の
詩
を
間
か
せ
、
老
姫
が
意
味

を
解
さ
な
い
部
分
は
書
き
改
め
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
冷
齋
夜
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話
』
が
記
録
す
る
こ
の
逸
話
は
、
『
墨
客
揮
犀
』
巻
三
や
『
孔
子
談

苑
』
巻
五
に
も
み
え
る
が
、
『
詩
人
玉
屑
』
巻
八
「
鍛
煉
」
は
そ
の

信
憑
性
を
疑
っ
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

栗
天
詩
雖
渉
浅
近
，
不
止
盛
如
冷
齋
所
云
。
…
…
恵
洪
乃
取
而

載
之
詩
話
，
是
登
不
思
詩
至
於
老
謳
解
，
烏
得
成
詩
也
哉
。

楽
天
の
詩
は
浅
近
に
渉
る
と
雖
も
、
止
だ
盛
く
は
冷
齋
の
云

う
所
の
如
き
に
あ
ら
ず
。
…
…
恵
洪
、
乃
ち
取
り
て
之
を
詩

話
に
載
す
る
も
、
是
れ
登
に
思
わ
ざ
ら
ん
や
、
詩
は
老
謳
の

解
す
る
に
至
れ
ば
、
詩
と
成
る
を
得
る
烏
き
を
。

『
詩
人
玉
屑
』
は
、
無
学
な
老
謳
が
理
解
で
き
る
事
柄
だ
け
で
は

詩
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、

そ
れ
な
り
に
的
を
射
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
杜
仁
傑
が
こ
こ

で
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
『
詩
人
玉
屑
』
の
観
点
と
多
少

異
な
る
だ
ろ
う
。
杜
仁
傑
が
言
い
た
い
の
は
「
詩
の
目
的
は
人
類

普
遍
の
感
情
を
述
べ
る
点
に
あ
り
、
そ
の
達
成
に
必
ず
し
も
晦
渋

な
表
現
は
必
要
な
い
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
達
成
さ
れ
れ
ば
そ
の

詩
は
万
人
に
理
解
可
能
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し

た
こ
と
を
杜
仁
傑
は
「
侶
優
・
駆
僧
・
牛
童
・
馬
走
の
こ
れ
を
聞

く
と
雖
も
、
『
此
れ
皆
な
吾
が
心
上
の
言
な
り
』
と
以
為
わ
ざ
る
は

な
し
」
と
い
う
表
現
で
述
べ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
段
落
で
杜
仁
傑
は
「
敢
て
東
披
の
後
を
以
て
す
れ

ば
、
元
子
に
請
い
て
継
が
し
む
る
も
、
そ
れ
可
な
ら
ん
か
」
と
述

べ
る
。
こ
れ
は
蘇
賦
の
詩
風
を
「
蘇
學
」
と
呼
ん
で
祖
述
し
よ
う

と
し
た
金
朝
文
学
の
潮
流
を
前
提
に
し
て
、
そ
の
蘇
賦
の
衣
鉢
を

継
ぐ
の
は
黄
庭
堅
等
で
は
な
く
元
好
問
だ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。
こ
の
発
言
は
、
元
好
問
に
対
し
極
め
て
高
い
評
価
を
与
え
る

と
同
時
に
、
「
夫
れ
詩
は
、
子
贈
に
至
っ
て
す
ら
且
つ
古
に
近
づ
く

こ
と
能
わ
ざ
る
の
恨
み
有
り
。
後
人
に
望
む
所
な
し
」
（
「
東
披
詩

雅
引
」
、
後
文
参
照
）
と
述
べ
た
元
好
問
の
議
論
を
も
踏
ま
え
る
も

の
で
も
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
本
「
後
序
」
は
元
好
問
の
文
集
に
寄

せ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
元
好
問
の
文
学

論
を
意
識
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
元
•
都
綬
が
「
遺

山
先
生
墓
銘
」
（
『
遺
山
先
生
文
集
』
附
録
）
の
中
で
次
の
よ
う
に

述
べ
る
よ
う
に
、
元
好
問
は
金
末
元
初
の
文
壇
を
リ
ー
ド
し
た
「
宗

師
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
杜
仁
傑
も
ま
た
陰

に
陽
に
元
好
問
の
影
孵
を
受
け
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

沐
梁
亡
，
故
老
皆
盟
，
先
生
遂
為
一
代
宗
匠
，
以
文
章
伯
獨
歩

幾
三
十
年
。
銘
天
下
功
徳
者
，
蓋
趨
其
門
。

沐
梁
は
亡
び
（
金
朝
の
滅
亡
を
い
う
）
、
故
老
は
皆
な
盛
き
、

お
さ

先
生
（
元
好
問
）
は
遂
に
一
代
の
宗
匠
と
為
る
。
文
章
の
伯

ち
か

を
以
て
獨
歩
す
る
こ
と
三
十
年
に
幾
し
。
天
下
の
功
徳
を
銘
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ま
ず
、
す
で
に
前
章
末
に
於
い
て
一
部
を
引
用
し
た

雅
引
」
（
『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
三
十
六
）
を
見
よ
う
。

近
世
蘇
子
瞭
絶
愛
陶
柳
家
。
極
其
詩
之
所
止
，
誠
亦
陶
柳
之

亜
。
然
評
者
尚
以
其
能
似
陶
柳
，
而
不
能
不
為
風
俗
所
移
，
為

可
恨
耳
。
夫
詩
至
於
子
瞭
，
而
且
有
不
能
近
古
之
恨
，
後
人
無

所
望
突
。

近
世
、
蘇
子
瞭
は
陶
柳
（
陶
淵
明
と
柳
宗
元
）
二
家
を
絶
愛

す
。
其
の
詩
の
止
ま
る
所
を
極
む
れ
ば
、
誠
に
亦
た
陶
柳
の

亜
た
り
。
然
れ
ど
も
評
者
は
尚
お
其
の
能
＜
陶
柳
に
似
て
、

而
も
風
俗
の
移
す
所
と
為
ら
ざ
る
能
わ
ざ
る
を
以
て
、
恨
む

可
し
と
為
す
の
み
。
夫
れ
詩
は
子
贈
に
至
っ
て
す
ら
且
つ
古

に
近
づ
く
こ
と
能
わ
ざ
る
の
恨
み
有
り
。
後
人
に
望
む
所
な

し。

R
好
問
の
文
学
論

は
し

せ
ん
と
す
る
者
は
、
盛
＜
其
の
門
に
趨
る
。

「
東
披
詩

で
は
、
元
好
問
が
唱
え
た
文
学
論
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
。
そ
の
こ
と
を
次
の
節
で
検
討
し
て
み
よ
う
。

蘇
賦
は
陶
淵
明
と
柳
宗
元
を
酷
愛
し
、
二
人
の
詩
風
を
よ
く
学

ん
で
模
倣
し
た
が
、
「
風
俗
の
移
す
所
と
為
っ
て
」
、
「
真
に
古
の

理
想
に
回
帰
す
る
こ
と
」
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

元
好
問
は
、
歴
代
の
文
学
論
が
常
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

「
建
安
の
風
骨
」
や
『
詩
経
』
『
楚
辟
』
を
文
学
の
理
想
と
し
た
。

そ
の
こ
と
は
、
彼
の
若
い
こ
ろ
の
「
論
詩
絶
句
三
十
首
」
（
『
遺
山

先
生
文
集
』
巻
十
一
）
の
冒
頭
「
漠
謡
魏
什
久
紛
転
、
正
腔
無
人

輿
細
論
（
漢
謡
魏
什
久
し
く
紛
転
た
る
も
、
正
腔
人
の
典

に
細
論
す
る
無
し
）
」
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
彼
の
文

章
の
隅
々
に
ま
で
い
き
わ
た
っ
た
、
中
国
文
学
特
有
の
一
種
の
伝

統
意
識
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
元
好
問
の
い

う
「
近
古
」
と
は
「
建
安
」
や
「
風
騒
」
の
詩
風
に
回
帰
す
る
こ

と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
「
陶
•
柳
の
古
風
」
を
よ
く
学
び
得
た
蘇
献

で
さ
え
、
「
風
俗
の
移
す
所
と
為
っ
て
」
真
の
「
近
古
」
を
達
成
で

き
な
か
っ
た
と
元
好
問
は
述
べ
る
。
で
は
、
こ
こ
に
い
う
「
風
俗

の
移
す
所
」
と
は
い
か
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

元
好
問
は
、
『
詩
綬
』
「
国
風
」
の
詩
に
つ
い
て
、
友
人
の
作
品

集
に
寄
せ
た
序
文
「
新
軒
栗
府
引
」
（
『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
三

十
六
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

詩
三
百
所
載
，
小
夫
賤
婦
幽
憂
無
聯
頼
之
語
。

獨
，
滴
心
而
肢
，
騨
口
而
成
爾
゜

時
梓
為
外
物
感
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詩
三
百
の
載
す
る
所
は
、
小
夫
・
賤
婦
の
幽
憂
し
て
聯
頼
す

る
無
き
の
語
な
り
、
時
に
梓
か
に
外
物
に
感
獨
せ
ら
れ
、
心

に
滴
ち
て
骰
し
、
口
を
陣
い
ま
ま
に
し
て
成
る
の
み
。

同
様
の
見
解
は
、
「
陶
然
集
序
」
（
『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
三
十
六
）

に
も
見
え
る
。

自
「
匪
我
懲
期
，
子
無
良
媒
」
，
「
自
伯
之
東
，
首
如
飛
蓬
」
，
「
愛

而
不
見
，
掻
首
蜘
朗
」
，
「
既
見
復
闊
，
載
笑
載
言
」
之
什
観
之
，

皆
小
夫
賤
婦
滴
心
而
骰
，
騨
口
而
成
，
以
見
取
於
采
詩
之
官
，

而
聖
人
剛
詩
亦
不
敢
盟
靡
。

「
匪
我
慰
期
、
子
無
良
媒
」
、
「
自
伯
之
東
、
首
如
飛
蓬
」
、
「
愛

而
不
見
、
掻
首
蜘
朗
」
、
「
既
見
復
闊
‘
載
笑
載
言
冗
2
)

」
の

什
よ
り
こ
れ
を
観
る
に
、
皆
な
小
夫
・
賤
婦
の
心
に
満
ち
て

肢
し
、
口
を
騨
い
ま
ま
に
し
て
成
り
、
以
っ
て
采
詩
の
官
に

取
ら
る
。
而
し
て
聖
人
詩
を
剛
す
る
も
亦
た
敢
て
盟
く
は
廃

さ
ず
。

『
詩
紐
』
の
詩
の
多
く
は
「
小
夫
・
賎
婦
」
の
言
葉
だ
と
元
好
問

は
い
う
。
こ
こ
に
は
、
杜
仁
傑
の
い
う
「
但
優
・
駆
僧
・
牛
童
・

馬
走
の
こ
れ
を
聞
く
と
雖
も
、
『
此
れ
皆
な
吾
が
心
上
の
言
な
り
』

と
以
為
わ
ざ
る
は
な
し
」
と
似
た
考
え
方
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ

元
好
問
「
陶
然
集
序
」
は
こ
れ
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

後
世
雖
偲
之
師
，
本
之
綬
，
真
積
力
久
而
不
能
至
何
古

今
難
易
不
相
伴
之
如
是
耶
。
蓋
秦
以
前
，
民
俗
醇
厚
，
去
先
王

之
澤
未
遠
，
質
勝
則
野
，
故
陣
口
成
文
，
不
害
為
合
理
。
使
今

世
之
小
夫
賤
婦
満
心
而
肢
，
騨
口
而
成
，
適
足
以
汚
簡
贖
，
尚

可
辱
采
詩
官
之
求
取
耶
。
故
文
字
以
来
，
詩
為
難
。
魏
晉
以
来
，

復
古
為
難
。
唐
以
束
，
合
規
矩
準
縄
尤
難
。

後
世
、
こ
れ
を
偲
え
て
師
と
し
、
こ
れ
に
本
づ
き
て
経
と
す

と
雖
も
、
真
に
力
を
積
む
こ
と
久
し
く
し
て
而
か
も
焉
に
至

ひ
と

る
こ
と
能
わ
ざ
る
は
、
何
ぞ
古
今
の
難
易
の
相
い
伴
し
か
ら

ざ
る
こ
と
是
く
の
如
き
や
。
蓋
し
、
秦
以
前
は
民
俗
醇
厚
に

し
て
、
先
王
の
澤
を
去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら
ず
。
質
の
勝
れ

ば
則
ち
野
た
る
の
み
。
故
に
口
を
罪
い
ま
ま
に
し
て
文
を
成

し
、
理
に
合
す
と
為
す
を
害
せ
ず
。
今
世
の
小
夫
・
賤
婦
を

し
て
心
に
滴
ち
て
検
し
、
口
を
騨
い
ま
ま
に
し
て
成
さ
使
む

ぇ↓

れ
ば
、
適
か
に
以
て
簡
贖
を
汚
す
に
足
る
の
み
。
尚
お
采
詩

か
た
じ

It

の
官
の
取
る
を
求
む
る
を
辱
な
く
す
べ
け
ん
や
。
故
に
文
字

以
来
、
詩
を
難
し
と
為
す
。
魏
晉
以
来
、
復
古
を
難
し
と
為

す
。
唐
以
束
、
規
矩
準
縄
に
合
す
る
を
尤
も
難
し
と
す
。

゜
ろノ
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す
な
わ
ち
、
『
詩
経
』
の
時
代
は
「
先
王
の
澤
」
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
「
民
俗
は
醇
厚
」
で
あ
っ
た
が
、
後
代
に
な

る
に
し
た
が
っ
て
「
醇
厚
」
は
失
わ
れ
、
小
夫
・
賤
婦
の
言
葉
か

ら
も
「
合
理
」
は
失
わ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
で
に
示
し

た
「
東
域
詩
雅
引
」
に
い
う
「
風
俗
の
移
す
所
と
為
る
」
と
は
恐

ら
く
こ
の
意
味
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
古
代
と
い
う
「
理
想
の
時

代
」
か
ら
遠
く
隔
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
民
俗
の
醇
厚
」
に
回
帰

す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
た
こ
と
を
い
う
も
の
と
思
わ

れ
る
。
「
陶
然
集
序
」
に
お
い
て
、
「
故
に
文
字
以
束
、
詩
を
難
し

と
為
す
。
魏
晉
以
束
‘
復
古
を
難
し
と
為
す
。
唐
以
束
、
規
矩
準

縄
に
合
す
る
を
尤
も
難
し
と
す
」
と
歴
史
的
に
展
開
さ
れ
た
議
論

を
宋
以
後
に
ま
で
延
長
す
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
「
後
人
に
望
む
所

な
し
」
（
「
東
披
詩
雅
引
」
）
と
い
う
状
況
以
外
に
な
か
っ
た
。
元

好
問
は
、
時
代
が
下
れ
ば
下
る
ほ
ど
「
民
俗
」
も
「
詩
」
も
衰
え

る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
近
代
の
詩
」
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
元
好
問
は
考
え
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
「
陶
然
集
序
（
沈
3
)
」
は
更
に
続
け
て
次
の
よ
う
に

-つ
し

古
律
、
歌
行
、
篇
章
、
操
引
、
吟
詠
、
謳
謡
、
詞
調
、
怨
嘆
‘

詩
之
目
既
廣
，
而
詩
評
、
詩
品
、
詩
説
、
詩
式
、
亦
不
可
勝
讀
。

大
概
以
脱
棄
凡
近
、
燥
雪
塵
罰
、
謳
駕
替
勢
、
破
砕
陣
敵
‘
囚

鎖
惟
嬰
、
軒
節
幽
秘
、
籠
絡
今
古
、
移
奪
造
化
為
工
，
鈍
滞
、

僻
澁
、
棧
露
、
浮
躁
、
狂
縦
、
淫
靡
、
詭
誕
、
瑣
砕
、
陳
腐
為

病
。
「
嘔
髪
無
遺
恨
」
「
老
去
漸
於
詩
律
細
」
「
佳
句
法
如
何
」
「
新

詩
改
罷
自
長
吟
」
「
語
不
驚
人
死
不
休
五
4
)
」
杜
少
陵
語
也
。
「
好

句
似
仙
堪
換
骨
‘
陳
言
如
賊
莫
綬
心
」
、
膵
許
昌
語
也
（
往
5
)
o

「乾

坤
有
清
氣
，
散
入
詩
人
牌
。
千
人
萬
人
中
，
一
人
雨
人
知
丘
6
)
」'

貰
休
師
語
也
。
「
看
似
尋
常
最
帝
堀
、
成
如
容
易
却
難
難
（
沈
7
)
」'

半
山
翁
語
也
。
「
詩
律
傷
厳
近
寡
恩
五
8
)
」
，
唐
子
西
語
也
。
子

西
又
言
「
吾
於
右
文
不
至
窟
澁
，
惟
作
詩
極
難
苦
。
悲
吟
累
日
，

僅
自
成
篇
，
初
讀
時
未
見
可
羞
慮
，
姑
置
之
，
後
数
日
取
讀
，

便
覺
瑕
徴
百
出
。
轍
復
悲
吟
累
日
，
反
復
改
定
，
比
之
前
作
，

梢
有
加
焉
。
後
敷
日
復
取
讀
，
疵
病
復
出
。
凡
如
此
数
四
，
乃

敢
示
人
，
然
終
不
能
工
。
李
賀
母
謂
『
賀
必
欲
嘔
出
心
乃
已
』
'

非
過
論
也
」
。
今
就
子
美
而
下
論
之
，
後
世
果
以
詩
為
専
門
之
學
，

求
追
配
古
人
，
欲
不
死
生
於
詩
，
其
可
已
乎
。
雖
然
，
方
外
之

學
，
有
「
為
道
日
損
」
之
説
。
又
有
「
學
至
於
無
學
」
之
説
。

詩
家
亦
有
之
。
子
美
菱
州
以
後
，
楽
天
香
山
以
後
，
東
披
海
南

以
後
，
皆
不
煩
縄
削
而
自
合
。
非
技
進
於
道
者
，
能
之
乎
。
詩

家
所
以
異
於
方
外
者
，
渠
翡
談
道
，
不
在
文
字
，
不
離
文
字
。

詩
家
聖
慮
，
不
離
文
字
，
不
在
文
字
。
唐
賢
所
謂
「
情
性
之
外
，

不
知
有
文
字
」
云
耳
。

古
律
、
歌
行
、
篇
章
、
操
引
、
吟
詠
、
謳
謡
、
詞
調
、
怨
嘆
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と
、
詩
の
目
は
既
に
廣
く
、
而
し
て
、
詩
評
、
詩
品
、
詩
説
、

お

お

む

詩
式
も
亦
た
讀
む
に
勝
う
可
か
ら
ず
。
大
概
ね
凡
近
を
脱
棄

し
、
塵
翰
を
渫
雪
し
、
替
勢
を
謳
駕
し
、
陣
敵
を
破
砕
し
、

椛
妻
を
囚
鎖
し
、
幽
秘
を
軒
齢
し
、
今
古
を
籠
絡
し
、
造
化

を
移
奪
す
る
を
以
て
エ
と
為
し
、
鈍
滞
、
僻
澁
、
浅
露
、
浮

躁
、
狂
縦
、
淫
靡
、
詭
誕
、
瑣
砕
、
陳
腐
を
病
と
為
す
。
「
竜

髪
も
遺
恨
無
し
」
「
老
い
去
り
て
漸
く
詩
律
に
細
や
か
な
り
」

「
佳
句
の
法
や
如
何
」
「
新
詩
改
め
罷
り
て
自
か
ら
長
吟
す
」

「
語
人
を
驚
か
さ
ず
ん
ば
死
す
と
も
休
ま
じ
」
と
は
杜
少

陵
の
語
な
り
。
「
好
句
は
仙
に
似
て
換
骨
に
堪
え
、
陳
言
は
賊

の
如
く
心
を
綬
る
莫
し
」
と
は
膵
許
昌
の
語
な
り
。
「
乾
坤
に

清
氣
有
り
、
散
じ
て
詩
人
の
牌
に
入
る
。
千
人
萬
人
の
中
、

一
人
雨
人
の
み
知
る
」
と
は
貫
休
師
の
語
な
り
。
「
看
て
尋
常

の
似
き
は
最
も
音
堀
、
成
り
て
容
易
な
る
が
如
き
は
却
て
難

難
」
と
は
半
山
翁
の
語
な
り
。
「
詩
律
は
傷
ま
し
む
る
こ
と
厳

に
し
て
寡
恩
に
近
し
」
と
は
唐
子
西
の
語
な
り
。
子
西
は
又

た
言
う
、
「
吾
、
｛
ヒ
文
に
お
い
て
楚
澁
に
至
ら
ず
、
惟
だ
作
詩

の
み
難
苦
を
極
め
り
。
悲
吟
す
る
こ
と
累
日
、
僅
か
に
自
ず

か
ら
篇
を
成
す
、
初
め
讀
む
時
、
未
だ
羞
ず
可
き
慮
を
見
ず
、

姑
く
こ
れ
を
置
き
、
後
敷
日
に
し
て
取
り
て
讀
め
ば
、
便
ち

瑕
徴
百
出
す
る
を
覺
ゆ
。
輛
ち
復
た
悲
吟
す
る
こ
と
累
日
、

反
復
改
定
す
。
こ
れ
を
前
作
と
比
ぶ
れ
ば
、
梢
や
加
う
る
有

り
。
後
数
日
、
復
た
取
り
て
讀
む
に
、
疵
病
復
た
出
ず
。
凡

そ
此
の
如
く
す
る
こ
と
敷
四
、
乃
ち
敢
て
人
に
示
す
、
然
れ

ど
も
終
に
エ
た
る
こ
と
能
わ
ず
。
李
賀
の
母
は
謂
う
、
『
賀
は

必
ら
ず
心
を
嘔
出
せ
ん
と
欲
し
て
乃
ち
已
む
』
と
。
過
論
に

非
ざ
る
な
り
」
。
今
、
子
美
よ
り
下
に
就
き
て
こ
れ
を
論
ず
る

に
、
後
世
、
果
し
て
詩
を
以
て
専
門
の
學
と
為
し
、
古
人
に

追
配
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
、
詩
に
死
生
せ
ざ
ら
ん
と
欲
す

る
も
、
已
む
べ
け
ん
や
。
然
り
と
雖
も
、
方
外
の
學
に
、
「
道

を
為
す
は
日
び
損
な
う
」
の
説
有
り
。
又
た
「
學
は
無
學
に

至
る
」
の
説
有
り
。
詩
家
も
亦
た
之
れ
有
り
。
子
美
の
菱
州

以
後
、
栗
天
の
香
山
以
後
、
東
披
の
海
南
以
後
は
、
皆
な
縄

削
に
煩
わ
さ
れ
ず
し
て
自
ら
合
す
る
な
り
。
技
の
道
に
進
む

者
に
非
ざ
れ
ば
、
こ
れ
を
能
く
せ
ん
や
。
詩
家
の
方
外
と
異

な
る
所
以
の
者
は
、
渠
の
翡
は
道
を
談
ず
る
こ
と
、
文
字
に

在
ら
ず
し
て
、
文
字
を
離
れ
ず
。
詩
家
の
聖
慮
は
、
文
字
を

離
れ
ず
し
て
、
文
字
に
在
ら
ず
と
す
る
な
り
。
唐
賢
の
所
謂

「
情
性
の
外
、
文
字
有
る
を
知
ら
ず
」
と
い
う
の
み
。

元
好
問
の
以
上
の
議
論
で
ま
ず
重
要
な
の
は
、
「
小
夫
・
賎
婦
」
の

心
や
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
が
詩
と
な
り
得
る
、
と
い
う
考
え

方
を
彼
が
一
切
と
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
述
べ
る
の
は

「
詩
の
目
が
廣
が
り
、
詩
評
、
詩
品
、
詩
説
、
詩
式
が
完
備
し
た
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近
代
」
の
こ
と
で
あ
る
。
詩
は
、
も
は
や
「
小
夫
・
賎
婦
」
の
た

め
の
も
の
で
は
な
く
、
「
後
世
の
、
詩
を
以
て
専
門
の
學
と
為
し
、

古
人
に
追
配
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
、
詩
に
死
生
せ
ざ
ら
ん
と
欲

す
る
も
巳
む
べ
か
ら
ざ
る
者
」
、
す
な
わ
ち
「
専
門
の
詩
人
」
の
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
元
好
問
の
こ
の
立
場
は
、
杜
仁
傑
よ
り
も
む

し
ろ
「
詩
は
老
謳
の
解
す
る
に
至
れ
ば
、
詩
と
成
る
を
得
る
烏
し
」

と
し
た
『
詩
人
玉
屑
』
に
近
い
と
い
っ
て
よ
い
。

も
っ
と
も
、
元
好
問
の
議
論
の
中
で
も
、
「
心
に
滴
ち
て
骰
し
、

ロ
を
罪
い
ま
ま
に
し
て
成
」
し
て
も
、
詩
が
詩
た
り
得
る
可
能
性

を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
仏
教
徒
た
ち
が
い
う

「
學
は
無
學
に
至
る
」
と
い
う
説
を
引
き
合
い
に
出
し
、
杜
甫
の

菱
州
以
後
、
白
居
易
の
香
山
以
後
、
蘇
献
の
海
南
島
以
後
の
詩
が

「
絹
削
に
煩
わ
さ
れ
ず
し
て
自
然
と
理
に
適
っ
た
」
も
の
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
な
ど
は
「
心
に
満
ち
て
発
し
、

ロ
を
罪
に
し
て
成
」
っ
た
詩
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た

だ
し
、
そ
の
後
に
元
好
問
が
「
技
の
道
に
進
む
者
に
非
ざ
れ
ば
こ

れ
を
能
く
せ
ん
や
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
「
口
を
陣
に
し
て
理
に
合

す
る
」
の
は
杜
甫
や
白
居
易
、
蘇
試
と
い
っ
た
オ
能
の
長
年
の
研

鎖
の
結
果
な
の
で
あ
る
。

「
近
代
の
詩
人
」
が
直
面
し
て
い
る
以
上
の
よ
う
な
苦
悩
を
踏

ま
え
、
文
学
に
志
す
者
が
進
む
べ
き
道
を
元
好
問
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

亀
蒙
，
高
士
也
，
學
即
博
贈
，
而
才
亦
峻
潔
，
故
其
成
就
卓
然

為
一
家
。
宋
儒
謂
唐
人
工
干
文
章
而
昧
於
聞
道
，
其
大
較
然
，

非
獨
一
亀
蒙
也
。
至
其
自
述
云
「
少
攻
詩
歌
，
欲
輿
造
物
者
争

柄
，
遇
事
輛
愛
化
，
不
一
其
腔
裁
，
始
則
陵
礫
波
濤
，
穿
穴
瞼

固
，
囚
鎖
怪
異
，
破
砕
陣
敵
，
卒
之
造
語
平
淡
而
後
已
」
者
，

信
亦
無
愧
云
。

亀
蒙
は
高
士
な
り
。
學
は
即
ち
博
贈
に
し
て
、
オ
も
亦
た
峻

潔
。
故
に
其
の
成
就
は
卓
然
と
し
て
一
家
を
為
す
。
宋
儒
は

「
唐
人
は
文
章
に
エ
に
し
て
道
を
聞
く
に
昧
し
」
と
謂
う
。

お
お
む
ね

其
れ
大
較
然
り
。
獨
り
一
亀
蒙
に
非
ざ
る
な
り
。
其
の
自
述

に
「
少
く
し
て
詩
歌
を
攻
め
、
造
物
者
と
柄
を
争
そ
わ
ん
と

欲
す
。
事
に
遇
え
ば
輛
ち
妻
化
し
、
其
の
腔
裁
を
一
に
せ
ず
。

始
め
は
則
ち
波
濤
を
陵
礫
し
、
瞼
固
を
穿
穴
し
、
怪
異
を
囚

鎖
し
、
陣
敵
を
破
砕
す
る
も
、
こ
れ
を
造
語
の
平
淡
な
る
に
卒

え
て
而
る
後
に
已
む
」
と
云
う
に
至
り
て
は
、
信
に
亦
た
愧

ず
る
無
き
な
り
。

右
は
、
『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
三
十
四
に
収
め
る
「
校
笠
澤
叢
書
後

記
」
と
い
う
文
章
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
「
こ
れ
を
造

語
の
平
淡
な
る
に
卒
え
て
而
る
後
に
巳
む
」
と
は
単
に
陸
亀
蒙
の

自
述
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
元
好
問
自
身
の
格
闘
と
諦
念
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の
結
果
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
す
で
に
見
た
「
陶
然
集
序
」
の
中
で

元
好
問
が
引
用
し
た
王
安
石
の
言
葉
、
「
看
て
尋
常
の
似
き
は
最
も

音
堀
た
り
、
成
り
て
容
易
な
る
が
如
き
は
却
て
難
難
た
り
」
と
共

通
し
た
認
識
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

元
好
問
は
、
古
代
に
回
帰
す
る
こ
と
を
も
ち
ろ
ん
文
学
の
理
想

と
し
た
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
容
易
な
ら
ざ
る
時
代
に
生
ま
れ
た

「
近
代
の
詩
人
」
に
は
、
詩
の
妄
執
に
と
り
憑
か
れ
て
「
苦
吟
」

す
る
道
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
「
苦
吟
」
の
果
て
に
、
も
し
そ
の

人
に
オ
能
が
あ
れ
ば
、
「
平
淡
」
に
至
っ
て
「
尋
常
」
程
度
の
詩
は

成
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
元
好
問
の
た
ど
り

着
い
た
結
論
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

杜
仁
傑
と
元
好
問

元
好
問
の
文
章
の
中
に
は
杜
仁
傑
の
詩
を
評
し
た
も
の
が
あ
る
。

ま
ず
、
そ
の
文
章
を
見
て
み
よ
う
。

麻
信
之
，
杜
仲
梁
，
張
仲
経
，
正
大
中
同
隠
内
郷
山
中
，
以
作

詩
為
業
。
人
謂
東
南
之
美
，
盟
在
其
是
突
。
予
嘗
該
評
之
：
仲

梁
詩
如
偏
将
軍
将
突
騎
，
利
在
速
戦
，
屈
於
遅
久
。
故
不
大
勝

則
大
敗
。

,
9
}
a
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麻
信
之
、
杜
仲
梁
、
張
仲
経
、
正
大
中
、
同
に
内
郷
山
中
に

隠
れ
、
作
詩
を
以
て
業
と
為
す
。
人
謂
え
ら
く
、
東
南
の
美

は
盛
＜
其
れ
是
に
在
り
と
。
予
、
嘗
て
籟
か
に
こ
れ
を
評
す
。

仲
梁
の
詩
は
偏
将
軍
の
突
騎
を
将
い
る
が
如
し
。
利
は
速
戦

に
在
り
て
、
逓
久
に
屈
す
。
故
に
大
勝
せ
ず
ん
ば
則
ち
大
敗

す。

右
は
「
麻
杜
張
諸
人
詩
評
」
（
『
遺
山
先
生
文
集
』
巻
三
十
九
）
と

い
う
文
章
で
、
麻
信
之
、
杜
仲
梁
、
張
仲
経
と
い
う
三
人
の
後
翡

の
詩
を
批
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
元
好
問
は
、
杜
仁
傑

の
才
能
を
認
め
つ
つ
も
そ
の
短
所
を
見
据
え
、
作
詩
を
戦
場
に
お

け
る
戦
術
に
た
と
え
て
「
偏
将
軍
」
格
と
す
る
。
文
中
に
い
う
「
突

騎
を
将
い
て
利
は
速
戦
に
在
り
」
と
は
、
言
い
か
え
れ
ば
「
奇
襲

作
戦
」
と
で
も
い
え
よ
う
か
。
こ
れ
が
正
々
堂
々
の
正
面
攻
撃
で

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
伝
統
的
な
手
法
に
よ

る
正
攻
法
で
は
な
く
「
奇
襲
」
で
あ
る
た
め
、
「
大
勝
せ
ざ
れ
ば
則

ち
大
敗
」
と
い
う
二
つ
に
一
っ
し
か
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
比
喩
を
杜
仁
傑
の
文
章
に
当
て
は
め
た
場
合
、
彼
の
文
章
の

特
徴
や
元
好
問
の
そ
れ
と
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
要
約
し
た
ら
良

い
の
だ
ろ
う
。

陸
亀
蒙
の
「
こ
れ
を
造
語
の
平
淡
な
る
に
卒
え
て
而
る
後
に
巳

む
」
と
い
う
言
葉
を
引
い
て
詩
人
の
苦
悩
を
述
べ
た
元
好
問
は
、

都
綬
が
「
遂
に
一
代
の
宗
匠
と
為
る
」
（
前
掲
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
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中
国
文
学
の
伝
統
を
一
身
に
引
き
う
け
、
伝
統
へ
の
回
帰
を
修
練

と
努
力
で
達
成
し
よ
う
と
し
た
、
い
わ
ば
正
攻
法
の
人
で
あ
っ
た

ろ
う
。
こ
れ
に
比
べ
る
時
、
杜
仁
傑
の
場
合
は
、
「
遺
山
先
生
文
集

後
序
」
か
ら
推
察
す
る
限
り
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
差
異
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
は
、
伝
統
へ
の
回
帰
を
、
杜
仁
傑

は
元
好
問
以
上
に
単
純
に
考
え
て
い
た
節
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

杜
仁
傑
は
「
遺
山
先
生
文
集
後
序
」
の
な
か
で
「
借
優
・
駆
僧
・

牛
童
・
馬
走
の
こ
れ
を
聞
く
と
雖
も
、
『
此
れ
皆
な
吾
が
心
上
の
言

な
り
』
と
以
為
わ
ざ
る
は
な
し
。
若
し
夫
れ
文
の
文
為
る
所
以
は
、

亦
た
安
く
ん
ぞ
難
辛
奇
濡
を
用
っ
て
為
さ
ん
や
」
と
述
べ
て
い
た
。

こ
こ
に
い
う
「
安
く
ん
ぞ
難
辛
奇
濡
を
用
っ
て
為
さ
ん
や
」
は
、

元
好
問
の
い
う
「
こ
れ
を
造
語
の
平
淡
な
る
に
卒
え
て
而
か
る
後

に
巳
む
」
と
恐
ら
く
同
義
で
あ
ろ
う
が
、
元
好
問
の
場
合
は
「
苦

吟
」
の
果
て
に
到
達
す
る
「
平
淡
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
杜
仁

傑
の
場
合
は
「
但
優
・
駆
僧
・
牛
童
・
馬
走
」
の
「
心
上
の
言
」

に
忠
実
で
あ
る
が
故
の
「
平
淡
」
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
「
小
夫
・
賤
婦
」
が
「
心
に
満
ち
て
肢
し
、
口
を
陣
い
ま
ま

に
し
て
成
し
た
」
「
詩
三
百
篇
」
に
文
学
の
理
想
が
あ
る
と
す
る
な

ら
、
杜
仁
傑
は
よ
り
直
線
的
に
そ
れ
へ
回
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
元
好
問
が
杜
仁
傑
を
「
偏

将
軍
」
と
評
す
る
の
は
、
彼
の
こ
う
し
た
点
を
捉
え
て
椰
楡
し
た

可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
第
は
、
「
遺
山
先
生
文
集
後
序
」
に
見
ら
れ
る
独
特
の
文

体
で
あ
る
。

こ
の
「
後
序
」
を
読
ん
で
誰
し
も
感
じ
る
の
は
、
文
章
全
体
に

見
ら
れ
る
文
言
と
白
話
が
入
り
混
じ
っ
た
独
特
の
「
味
わ
い
」
で

あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
「
何
物
不
品
題
過
，
何
事
不
論
量
了
，
大
都

幾
許
不
重
複
」
と
い
う
部
分
に
着
目
す
る
な
ら
、
動
詞
の
「
品
題
」

「
論
量
」
の
後
に
白
話
的
な
補
語
の
「
過
」
や
「
了
」
が
使
わ
れ
、

「
お
よ
そ
」
「
だ
い
た
い
」
の
意
と
し
て
「
大
都
」
の
語
が
、
現
代

語
の
「
多
少
」
の
意
と
し
て
「
幾
許
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
白
話
語
彙
は
、
一
部
の
も
の
は
す
で
に
唐
代
か
ら
用
い

ら
れ
る
と
は
い
え
、
伝
統
的
な
内
容
を
展
開
す
る
文
章
の
中
に
混

入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
に
新
鮮
な
印
象
を
読
者
に
与
え
て

い
る
。ま

た
、
「
字
凡
綬
幾
手
、
左
掃
右
措
‘
横
安
竪
置
、
磋
揉
亦
熟
爛

盟
突
」
と
い
う
表
現
は
ど
う
だ
ろ
う
。
「
左
掃
右
摺
、
横
安
竪
置
」

は
ま
る
で
四
六
文
の
よ
う
な
対
句
だ
が
、
そ
こ
に
使
わ
れ
る
語
猿

は
「
掃
」
「
措
」
等
の
俗
語
で
あ
る
し
、
「
左
」
「
右
」
「
横
」
「
竪
」

と
畳
み
掛
け
る
の
は
実
に
通
俗
的
印
象
を
与
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
（
「
後
序
」
と
四
六
文
と
の
関
連
は
「
但
見
…
不
見
…
、
但

見
：
・
不
見
：
」
「
如
梓
匠
…
可
謂
…
如
肥
濃
：
可
謂
：
．
」
と
い
っ
た

対
句
表
現
に
も
見
ら
れ
る
）
。
ま
た
、
た
と
え
ば
「
援
揉
」
に
し
て

も
、
元
朝
期
以
前
の
古
典
文
献
資
料
に
は
用
例
が
見
つ
か
ら
ず
、
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四
杜
仁
傑
の
作
品

元
曲
等
の
白
話
文
学
資
料
の
中
で
し
か
使
わ
れ
な
い
語
彙
な
の
で

あ
る
（
注
9
)
0

さ
ら
に
、
「
後
序
」
の
中
核
部
分
に
お
い
て
も
「
一
副
天
生
櫨
輌
、

比
古
人
轄
身
慮
、
更
覺
省
力
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
た
が
、
こ

こ
に
い
う
「
轄
身
」
「
省
力
」
も
白
話
語
梨
で
あ
っ
た
し
、
「
黙
鐵

成
金
」
を
「
一
副
天
生
墟
鞘
」
に
喩
え
る
の
も
極
め
て
卑
近
な
比

喩
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
語
彙
や
比
喩
が
、
『
論
語
』
「
仁

者
、
其
言
也
訪
（
仁
者
は
其
の
言
や
籾
）
（
注
lo)

」
に
出
典
を
も
っ

「
亦
た
訪
な
る
か
な
、
そ
れ
言
を
為
す
に
」
と
い
う
表
現
や
、
蘇

賦
「
潮
州
韓
文
公
廟
碑
」
（
『
経
進
東
披
文
集
事
略
』
巻
五
十
五
）

を
出
典
と
す
る
「
便
ち
籍
堤
の
汗
流
を
知
る
者
は
多
し
（
注
11)

」
と

い
う
表
現
と
相
前
後
し
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
杜
仁
傑
は
恐
ら
く
、

彼
が
説
明
し
た
い
と
思
う
論
点
を
、
文
語
を
用
い
た
伝
統
的
な
文

脈
と
白
話
（
口
語
）
を
用
い
た
よ
り
平
明
な
文
脈
の
両
面
か
ら
、

委
曲
を
尽
く
し
て
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
杜
仁
傑

の
文
章
に
見
ら
れ
る
あ
る
種
の
卑
近
さ
、
「
口
語
性
」
こ
そ
が
、
彼

の
「
近
古
」
の
実
質
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、
杜

仁
傑
も
元
好
問
と
同
様
に
「
詩
三
百
篇
」
へ
回
帰
す
る
こ
と
を
文

学
の
理
想
と
し
た
が
、
元
好
問
よ
り
も
単
純
に
、
杜
仁
傑
は
そ
れ

を
文
体
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
最
後
に
、
杜
仁
傑
の
実
作
を
見
て
お
こ
う
。
彼
の
作
品
で

今
日
に
残
さ
れ
た
も
の
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
詩
、
詞
、
散
曲
と

も
に
そ
れ
ぞ
れ
数
首
が
現
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
中
で
こ
こ

で
は
、
元
刊
本
『
草
堂
詩
餘
（
注

g
』
に
収
録
さ
れ
る
詞
二
首
を
紹

介
し
よ
う
。
因
み
に
、
杜
仁
傑
の
詞
で
現
存
す
る
の
は
、
こ
の
二

首
の
み
で
あ
る
。

【
太
常
引
】
碧
靭
沐
餃
午
風
涼
。
都
是
好
風
光
。
獨
自
守
空
床
。

涙
滴
了
千
行
萬
行
。
別
時
情
意
、
去
時
言
約
、
剛
道
不
思

不
是
不
思
量
。
説
着
後
教
人
語
長
。

み
ど
り
の
箪
笥
に
氷
の
よ
う
に
冷
た
い
す
の
こ
。
夏
の
午

後
を
渡
る
風
は
涼
し
く
、
す
べ
て
は
美
し
く
気
持
ち
が
い

い
。
な
の
に
、
ひ
と
り
空
の
ベ
ッ
ド
に
す
わ
り
、
た
だ
た

だ
涙
に
く
れ
る
。
別
れ
の
と
き
の
愛
の
言
葉
、
約
束

の
言
。
思
い
返
し
た
り
し
な
い
と
言
っ
た
ば
か
り
。
思
い

返
さ
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
口
に
出
し
た
ら
長
く
な
る
だ

ナ。
f
 

【
朝
中
措
】
沐
梁
三
月
正
繁
華
。
行
路
見
雙
娃
（
注
13)
。
遍
腔
一

身
明
錦
、
遮
塵
満
面
烏
紗
。
車
鞍
似
水
、
留
伊
無
故
、
去

落
誰
家
。
争
奈
無
人
説
典
、
新
束
憔
悴
因
他
。
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沖
梁
の
三
月
、
繁
華
の
巷
で
、
道
を
歩
い
て
い
た
ら
鶯
鶯

と
や
ら
に
出
く
わ
し
て
、
相
手
は
上
か
ら
下
ま
で
錦
の
着

物
、
烏
紗
の
ベ
ー
ル
も
か
わ
い
ら
し
い
。
通
り
を
行

く
車
馬
は
ひ
っ
き
り
な
し
、
あ
ん
た
を
引
き
と
め
る
こ
と

も
せ
ず
、
今
ご
ろ
は
ど
こ
の
女
の
所
に
し
け
こ
ん
で
い
る

の
や
ら
。
あ
ん
た
の
せ
い
で
あ
た
し
は
近
ご
ろ
め
っ
き
り

痩
せ
た
と
、
誰
か
に
こ
と
づ
け
る
手
立
て
も
な
い
。

二
首
は
と
も
に
閏
怨
詞
で
あ
る
。
【
太
常
引
】
は
、
後
段
に
お
い

て
女
性
の
口
調
で
「
剛
道
不
思
量
。
不
是
不
思
量
。
説
着
後
教
人

語
長
」
と
述
べ
、
恋
人
を
思
う
女
性
の
複
雑
な
感
情
を
、
「
思
量
」

の
反
復
表
現
を
用
い
て
い
き
い
き
と
表
現
す
る
。

ま
た
【
朝
中
措
】
は
、
幾
つ
か
の
解
繹
の
可
能
性
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
全
体
は
恐
ら
く
こ
れ
も
閏
怨
で
、
「
沐
梁
」
の
他
の

女
の
所
に
行
っ
た
き
り
音
沙
汰
の
な
い
男
を
思
う
女
の
気
持
ち
を

歌
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
初
の
二
句
「
沐
梁
三
月
正
繁
華
゜

行
路
見
雙
娃
」
、
特
に
「
雙
娃
（
鶯
鶯
、
な
い
し
燕
燕
と
い
っ
た
名

の
女
、
の
意
で
あ
ろ
う
）
」
は
、
具
体
的
な
モ
デ
ル
が
実
在
し
て
詠

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
さ
せ
、
杜
仁
傑
が
妓
女
に
成
り
代

っ
て
作
詞
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
「
留
伊
無
故
」
と
い
う
表
現
か

ら
見
る
に
、
浮
気
な
客
を
留
め
き
れ
ず
「
雙
娃
」
に
蒋
わ
れ
て
し

ま
っ
た
妓
女
の
嘆
き
を
歌
っ
た
詞
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
首
は
、
「
都
是
」
「
獨
自
」
「
涙
滴
了
」
「
不
思
量
」
「
不
是
」
「
説

普
」
「
後
」
「
遍
謄
一
身
」
「
去
落
」
「
誰
家
」
「
争
奈
」
「
説
輿
」
「
新

束
」
と
い
っ
た
口
語
表
現
を
多
用
し
、
典
故
の
あ
る
語
を
ほ
と
ん

ど
用
い
な
い
。
全
文
が
女
性
の
言
莱
を
写
す
「
代
言
体
」
で
あ
り
、

そ
の
内
容
、
表
現
と
も
に
、
「
詞
」
と
い
う
よ
り
は
散
曲
の
「
小
令
」

に
近
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
作
品
に
彼
の
散
曲
の
先
鞭

を
見
る
こ
と
は
容
易
で
あ
り
、
ま
た
「
遺
山
先
生
文
集
後
序
」
と

共
通
し
た
表
現
世
界
を
感
得
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。

一
方
元
好
問
は
、
生
前
に
自
分
の
作
品
を
整
理
し
て
『
遺
山
楽

府
』
を
刊
行
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
存
す
る
詞
は
少
な
く
な
い
。

そ
の
中
で
閏
怨
詞
は
あ
ま
り
数
が
多
く
な
い
の
だ
が
、
比
較
の
た

め
に
、
杜
仁
傑
詞
に
似
た
作
風
の
も
の
を
選
ん
で
見
て
み
よ
う
。

【
朝
中
措
】
良
齊
刻
抵
千
金
。
孤
負
百
年
心
。
好
箇
一
江
春

水
、
深
束
不
似
情
深
。
一
天
好
事
、
還
教
容
易
、
著
甚
消

任
。
煩
惜
直
須
寧
耐
、
不
成
長
似
如
今
゜

あ
な
た
と
過
ご
し
た
春
の
宵
は
値
千
金
。
百
年
の
恋
心
に

そ
む
い
て
今
は
ひ
と
り
。
な
ん
と
も
、
春
の
大
川
は
愁
い

を
た
た
え
て
東
流
す
る
が
、
川
は
深
い
け
ど
、
私
の
思
い

の
深
さ
に
は
及
ば
な
い
。
楽
し
か
っ
た
あ
の
日
は
、

や
す
や
す
と
流
れ
去
り
、
も
は
や
味
わ
う
す
べ
も
な
い
。

苦
し
み
に
は
耐
え
忍
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
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【
清
平
楽
】
香
凝
嬌
緊
。
玉
立
臨
春
樹
。
細
看
司
花
留
意
慮
゜

都
在
軽
句
浅
注
。
相
逢
南
陪
東
城
。
有
情
只
似
無
情
。
説

輿
新
束
憔
悴
、
鶯
兒
不
解
丁
寧
゜

香
を
凝
ら
し
美
し
さ
を
あ
つ
め
て
、
春
の
木
々
の
中
に
す

っ
く
と
立
つ
花
。
花
神
の
苦
心
の
跡
を
細
か
に
見
る
に
、

す
べ
て
は
淡
い
薄
化
粧
。
か
つ
て
、
都
の
東
や
南
の

路
で
お
会
い
し
た
。
思
い
が
つ
の
れ
ば
か
え
っ
て
無
情
を

装
う
。
春
の
思
い
に
や
つ
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
と
は
思

う
け
れ
ど
、
枝
に
鳴
く
母
屈
は
ね
ん
ご
ろ
の
心
を
理
解
し
な

ヽ
o

し

一
首
目
の
【
朝
中
措
】
で
は
、
「
好
箇
」
「
深
束
」
「
著
甚
」
「
消

任
」
「
不
成
」
の
よ
う
に
口
語
的
語
薬
も
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、

一
方
で
は
蘇
献
の
「
春
宵
一
刻
直
千
金
、
花
有
清
香
月
有
陰
（
春

宵
一
刻
直
い
千
金
、
花
に
清
香
有
り
月
に
陰
有
り
）
（
注
14)

」

や
李
燈
の
「
問
君
能
有
幾
多
愁
、
恰
似
一
江
春
水
向
東
流
（
君
に

問
う
能
＜
幾
多
の
愁
い
か
有
る
と
、
恰
か
も
似
た
り
、
一
江

の
春
水
東
に
向
っ
て
流
る
る
に
）
（
礼
15)
」
と
い
う
句
を
踏
ま
え

た
表
現
も
用
い
ら
れ
、
単
な
る
閏
怨
に
終
わ
ら
な
い
、
奥
行
き
を

も
っ
た
象
徴
性
を
獲
得
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
首
目
の
【
清
平

ま
さ
か
今
日
ま
で
続
く
と
は
。

梨
】
も
同
様
で
、
後
段
第
三
句
で
「
説
奥
新
束
憔
悴
」
と
い
い
、

杜
仁
傑
の
【
朝
中
措
】
に
あ
る
「
争
奈
無
人
説
輿
、
新
束
憔
悴
因

他
」
と
極
め
て
類
似
し
た
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

蘇
賦
【
蝶
患
花
】
の
「
多
情
御
被
無
情
悩
（
多
情
の
人
は
無
情
の

人
に
か
え
っ
て
悩
ま
せ
ら
れ
る
）
（
注
lfi)

」
や
、
杜
甫
「
絶
句
漫
興

九
首
」
其
一
に
い
う
「
即
遣
花
飛
深
造
次
、
便
教
鶯
語
太
丁
寧
（
即

え
花
の
飛
ぶ
こ
と
を
し
て
深
く
造
次
な
ら
し
む
と
も
、
便
ち
鶯
語

を
し
て
太
だ
丁
寧
な
ら
し
む
べ
け
ん
や
）
（
It17)
」
と
い
っ
た
句
が

換
骨
奪
胎
し
て
用
い
ら
れ
、
一
首
全
体
に
深
い
陰
影
を
与
え
て
い

る
。
二
首
と
も
に
ど
う
い
う
機
会
に
詠
じ
ら
れ
た
か
明
ら
か
で
な

い
た
め
、
具
体
的
に
何
を
テ
ー
マ
と
す
る
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、

「
惜
春
の
情
」
に
人
生
の
憂
愁
が
託
さ
れ
た
、
宋
詞
ら
し
い
風
格

を
も
っ
た
作
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

杜
仁
傑
は
「
遺
山
先
生
文
集
後
序
」
の
中
で
、
元
好
問
の
「
手

法
」
を
評
し
て
「
別
に
是
れ
一
副
の
天
生
の
墟
闘
に
し
て
、
古
人

の
身
を
轄
ら
せ
し
慮
に
比
し
て
、
更
に
省
力
な
る
を
覺
ゆ
」
と
述

べ
て
い
た
。
右
に
示
し
た
詞
二
首
な
ど
は
、
杜
甫
や
蘇
賦
、
李
燈

の
詩
句
を
用
い
つ
つ
そ
こ
に
新
し
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
添
え
、
し
か

も
全
体
と
し
て
は
宋
詞
の
伝
統
に
忠
実
な
「
古
典
的
世
界
」
を
形

成
し
て
お
り
、
ま
さ
し
く
「
別
に
是
れ
一
副
の
天
生
の
櫨
鞠
に
し

て
、
古
人
の
身
を
轄
ら
せ
し
慮
に
比
し
て
、
更
に
省
力
な
る
を
覺

ゅ
」
る
優
れ
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
亦
た
安
く
ん
ぞ
難
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辛
奇
混
を
用
っ
て
為
さ
ん
や
」
と
評
さ
れ
る
に
足
る
平
明
な
表
現

か
ら
な
る
作
品
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
元
好
問
は
杜
仁

傑
の
賞
賛
に
羞
じ
な
い
大
詩
人
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
し
そ
の
味
わ

い
は
、
「
借
優
・
駆
僧
・
牛
童
・
馬
走
の
こ
れ
を
聞
く
と
雖
も
、
『
此

れ
皆
な
吾
が
心
上
の
言
な
り
』
と
以
為
わ
ざ
る
は
な
し
」
と
す
る

に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
複
雑
な
奥
行
き
を
備
え
た
も
の
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
「
借
優
・
駈
僧
・
牛
童
・
馬
走
の
こ
れ
を
聞
く
と
雖
も
、

『
此
れ
皆
な
吾
が
心
上
の
言
な
り
』
と
以
為
わ
ざ
る
は
な
し
」
と

は
、
杜
仁
傑
自
身
の
理
想
を
元
好
問
に
投
影
し
て
述
べ
た
も
の
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

今
日
、
杜
仁
傑
の
作
品
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
詩
歌
は
極
め
て

数
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
作
風
を
実
作
の
上
か
ら
帰
納
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
右
に

見
た
詞
二
首
な
ど
は
彼
の
散
曲
と
似
た
味
わ
い
を
も
ち
、
ま
た
「
遣

山
先
生
文
集
後
序
」
が
展
開
す
る
文
学
の
理
想
と
も
合
致
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
「
遺
山
先
生
文
集
後
序
」
は
、
何
よ
り
そ
の
口
語

を
備
え
た
平
易
な
文
体
が
杜
仁
傑
の
理
想
を
体
現
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
右
の
詞
二
首
も
文
体
の
面
に
お
い
て
「
後
序
」
に
通
じ
る

世
界
を
も
っ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
文
学
の
実

現
の
た
め
に
、
杜
仁
傑
は
散
曲
の
創
作
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

散
曲
は
、
そ
の
通
俗
性
を
捉
え
て
し
ば
し
ば
民
間
の
文
学
と
し

(
1
)

『
遺
山
先
生
文
集
』
に
附
さ
れ
た
「
儲
太
僕
先
生
手
簡
」
の
全
文
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

憲
肺
出
巡
時
，
勿
勿
不
克
一
奉
高
論
，
迄
今
耽
耽
。
昨
揚
令
苫
至
，

道
執
事
欲
刊
遺
山
先
生
文
集
，
使
束
雌
礎
取
之
。
雌
熊
遺
山
甚
篤
，

酋
以
不
見
全
集
為
恨
。
訪
之
十
敷
年
，
始
得
秘
本
於
今
證
部
程
公
，

録
而
蔵
之
，
欲
托
好
古
者
刊
行
而
未
得
也
。
乗
領
雅
意
，
折
喜
無

羅
。
遂
借
初
本
再
校
一
遍
。
但
其
中
亦
有
―
二
虚
訛
紐
，
縁
無
宕

本
可
證
。
奈
何
，
奈
何
。
然
古
書
之
行
於
今
者
，
未
必
皆
能
完
好

也
。
遺
山
，
文
章
大
家
，
著
述
贈
富
，
如
中
州
等
集
不
行
於
世
久

突
。
執
事
企
仰
郷
資
，
汲
汲
表
章
之
，
甚
盛
學
也
。
全
集
四
十
巻

納
上
，
外
偲
誌
題
贈
諸
作
乃
雌
於
宅
集
中
輯
録
者
，
亦
請
並
刻
之
。

蓋
造
山
在
常
時
巳
為
名
人
碩
士
所
重
，
不
待
後
世
始
知
子
雲
也
。

須
得
楷
書
有
典
則
者
晃
窟
潔
本
，
乃
可
入
梓
。
聞
下
許
州
規
措
，

注

て
論
じ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
決
し
て
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、

杜
仁
傑
の
場
合
は
、
伝
統
的
な
文
学
観
の
延
長
線
上
に
散
曲
の
世

界
を
見
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
俗
文
学
」
と
さ
れ
る
散
曲
や
戯

作
と
伝
統
文
学
と
の
関
係
を
考
え
る
際
に
、
本
稿
に
見
て
き
た
よ

う
な
杜
仁
傑
の
文
学
論
は
大
い
に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

ヽ
ペ
〇

うっカ

(113) 



諒
承
委
得
人
芙
。
太
康
吏
回
謹
附
状
。
秋
暑
唯
悪
時
弥
描
不
宣

七
月
十
四
日
曜
頓
首
復
省
齋
李
先
生
行
盗
執
事
。

(
2
)
『
詩
経
・
國
風
』
「
衛
風
・
峨
」
に
「
匪
我
態
期
、
子
無
良
媒
。
将

子
無
怒
、
秋
以
為
媒
」
、
「
不
見
復
闊
、
泣
沸
漣
漣
。
既
見
復
問
、
載

笑
載
言
」
と
あ
り
、
「
衛
風
・
伯
分
」
に
「
自
伯
之
東
、
首
如
飛
蓬
。

登
無
脅
沐
、
誰
適
為
容
」
、
ま
た
「
郡
風
•
静
女
」
に
「
静
女
其
妹
、

侯
我
於
城
隅
。
愛
而
不
見
、
掻
首
蜘
親
」
と
あ
る
。

(
3
)
「
陶
然
集
序
」
は
作
詩
に
関
わ
る
先
人
の
様
々
な
言
説
を
引
用
す
る
。

例
え
ば
、
「
子
西
又
日
く
：
·
：
·
非
過
論
也
」
の
部
分
が
宋
•
唐
庚
『
眉

山
文
集
』
巻
十
・
雑
文
「
自
説
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
よ
う
に
、

多
く
は
そ
う
し
た
言
説
を
集
め
た
詩
話
類
か
ら
の
「
又
引
き
」
だ
と

思
わ
れ
る
。

(
4
)

「
晒
髪
無
造
恨
」
は
杜
甫
「
贈
鄭
諌
諾
十
韻
」
詩
（
『
九
家
注
杜
詩
』

巻
十
七
）
に
あ
る
句
。
「
老
去
漸
於
詩
律
細
」
は
「
遣
悶
戯
呈
路
十
九

曹
長
」
詩
に
あ
る
句
（
『
杜
工
部
集
』
巻
十
四
）
。
「
佳
句
法
如
何
」
は

杜
甫
「
寄
高
三
十
五
書
記
」
詩
（
『
杜
工
部
集
』
巻
二
）
に
あ
る
句
。

「
新
詩
改
罷
自
長
吟
」
は
杜
甫
「
解
悶
十
二
首
之
七
」
詩
（
『
杜
工
部

集
』
巻
十
五
）
に
あ
る
句
。
「
語
不
驚
人
死
不
休
」
は
杜
甫
「
江
上
値

水
如
海
勢
聯
短
述
」
詩
（
『
杜
工
部
集
』
巻
八
）
に
あ
る
句
。

(
5
)

「
好
句
似
仙
堪
換
骨
、
陳
言
如
賊
葵
経
心
」
は
現
存
す
る
膵
能
の
詩

作
に
見
当
た
ら
な
い
。
『
新
唐
書
・
藝
文
志
』
に
『
膵
能
詩
集
』
十
巻

の
ほ
か
、
『
繁
城
集
』
一
巻
が
著
録
さ
れ
る
。

(
6
)
「
乾
坤
有
清
氣
，
散
入
詩
人
牌
。
千
人
萬
人
中
，
一
人
雨
人
知
」
は

貰
休
「
乾
坤
有
清
氣
」
詩
（
『
禅
月
集
』
巻
二
）
に
見
え
る
句
。

(
7
)
「
看
似
尋
常
最
帝
堀
、
成
如
容
易
却
難
難
」
は
王
安
石
「
題
張
司
業

詩
」
詩
（
『
臨
川
文
集
』
巻
三
十
一
）
に
見
え
る
句
。

(
8
)

「
詩
律
傷
骰
近
寡
恩
」
は
唐
庚
（
字
子
西
）
「
遣
興
J

詩
（
『
宋
詩
紗
・

唐
庚
眉
山
詩
紗
』
巻
四
十
六
』
に
見
え
る
句
。

(
9
)
『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
問
漢
卿
「
詐
泥
子
調
風
月
雑
劇
」
第
二
折
【
滴

庭
芳
】
に
「
似
仰
這
般
狂
心
記
。
一
番
家
磋
揉
人
的
榛
勢
。
休
胡
猜

人
短
命
黒
心
賊
」
と
あ
る
^
)

(10)
『
論
語
』
「
顔
淵
第
十
二
」
「
司
馬
牛
問
仁
」
。
「
司
馬
牛
仁
を
問
ふ
。

子
日
く
、
「
仁
者
は
其
の
言
や
訪
」
。

(
1
1
)
蘇
賦
『
紐
進
東
披
文
集
事
略
』
巻
五
十
五
「
潮
州
韓
文
公
廟
碑
」

に
「
…
…
因
為
作
詩
以
遺
之
，
使
歌
以
祀
公
。
其
詞
日
：
公
昔
騎
龍

白
雲
郷
…
…
追
逐
李
杜
参
絣
翔
、
汗
流
籍
堤
走
且
侃
」
と
あ
る
。

(
1
2
)
こ
こ
で
言
う
元
刊
本
『
草
堂
詩
餘
』
と
は
、
元
朝
の
「
鳳
林
書
院
」

が
編
集
し
た
『
景
元
本
鳳
林
書
院
草
常
詩
餘
』
三
巻
、
則
ち
『
精
選

名
儒
草
堂
詩
餘
』
を
指
す
。
こ
こ
に
取
り
あ
げ
た
る
杜
仁
傑
の
二
首

の
作
品
は
、
こ
の
『
精
選
名
儒
草
堂
詩
餘
』
巻
上
に
収
め
る
。
因
み

に
『
景
元
本
鳳
林
書
院
草
堂
詩
餘
』
三
巻
は
、
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
九
年
）
昌
綬
、
陶
湘
輯
編
『
景
刊
宋
金
元
明
本
詞
』
に
収
め

る。

(
1
3
)宋
•
趙
令
時
『
侯
鯖
録
』
巻
五
「
朔
偲
奇
鶯
祗
事
」
に
「
僕
家
有
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微
之
作
元
氏
古
艶
詩
百
餘
篇
、
…
…
其
詩
中
多
言
「
雙
文
」
、
意
謂
牲

「
鶯
」
字
為
雙
文
也
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
雙
娃
」
も
「
雙
文
」

と
同
様
、
特
定
の
女
性
の
名
前
を
指
し
て
い
よ
う
。

(
1
4
)
東
披
云
、
「
春
宵
一
刻
直
千
金
、
花
有
清
香
月
有
陰
。
歌
管
棲
豪
人

寂
寂
、
鰍
醤
院
落
夜
流
流
」
。
た
だ
し
、
此
の
詩
は
蘇
賦
文
集
に
は
見

え
な
い
が
、
宋
•
楊
萬
里
『
誠
齋
集
』
巻
―
―
四
『
詩
話
』
に
収
め
、

ま
た
、
元
刊
本
『
千
家
詩
』
に
も
収
め
る
。

(15)
李
燈
【
虞
美
人
】
「
春
花
秋
莱
何
時
了
。
往
事
知
多
少
。
小
悽
昨
夜

又
東
風
。
故
國
不
堪
回
首
月
明
中
。

O
彫
欄
玉
硼
應
猶
在
。
只
是
朱

顔
改
。
問
君
還
有
幾
多
愁
。
恰
似
一
江
春
水
向
東
流
。
」
（
『
唐
宋
諸
賢

絶
妙
詞
選
』
巻
一
）

(16)
蘇
試
【
蝶
患
花
】
「
花
褪
歿
紅
青
杏
小
。
燕
子
飛
時
、
緑
水
人
家
饒

（
一
作
唆
）
。
枝
上
柳
綿
吹
又
少
。
天
涯
何
虚
無
芳
草
。

O
賭
裏
鰍
籾

睛
外
道
。
睛
外
行
人
、
踏
裏
佳
人
笑
。
笑
漸
不
聞
狩
漸
愉
。
多
情
却

被
無
情
悩
。
」
（
『
東
披
栗
府
』
巻
下
）

(17)
『
杜
詩
趙
次
公
先
後
解
輯
校
』
丙
峡
巻
之
三
「
絶
句
漫
興
九
首
」
其

-
「
眼
見
客
愁
愁
不
醒
、
無
頼
春
色
到
江
亭
。
即
遣
花
飛
深
造
次
、

便
教
鶯
語
太
丁
寧
」
の
註
に
、
「
趙
云
：
即
便
遣
花
飛
去
、
此
所
以
為

春
之
造
次
也
。
造
次
、
率
爾
之
意
。
煎
亦
惜
花
之
飛
、
而
其
語
丁
寧

桐
牲
也
」
と
あ
る
。
杜
甫
の
詩
に
お
い
て
は
鴬
嗚
き
声
が
「
丁
寧
」

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
元
好
問
の
作
品
で
は
「
丁
寧
」
な
語
り
口
を

熊
が
解
さ
な
い
、
と
ひ
ね
っ
た
使
い
方
が
さ
れ
て
い
る
。
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